
A.クリックした位置からの文字入力
アートワーク内のクリックした位置から文字を入力するには
文字ツールか、文字ツール（縦）を使います。
改行するときは、適当なところでENTERキーを押します。

C.オブジェクトの内部に文字を入力する
エリア内文字ツールや、エリア内文字ツール（縦）を使ってオブジェクトの中に文字を入力できます。
文字を入力すると、オブジェクトはテキストエリアにかわり、「塗り」「線」の設定はなくなります。

１：テキストツール
２：エリア内文字ツール
３：パス上文字ツール
４：テキストツール(縦）
５：エリア内文字ツール(縦）
６：パス上文字ツール(縦）

B.テキストエリアを作成し入力する
文字を入力する範囲を文字ツールや、文字ツール（縦）を使って作成できます。
テキストエリアの中に文字を入力すると、エリア内で文字が自動的に折り返されます。

1.文字ツールでドラッグ
2.カーソルが点滅する
3.文字列を入力

※文字のオーバーフロー
テキストエリア内に文字がはいりきらない場合、文字はオーバーフローします。
オーバーフローした場合、テキストエリア内の最終行に小さな四角が現れます。
オーバーフローを起こした場合は、テキストエリアを広げるか、文字サイズや行間を変更します。

1.エリア内ツールで
　パスをクリック

2.カーソルが点滅 3.文字を入力

文字入力とテキストオブジェクトの操作



D.テキストエリアオブジェクトのペイント
テキストエリアのオブジェクトは文字の流れを制御するためのものなので、ペイント設定は
「塗り」「線」とも「なし」になります。
テキストエリア内に色や線をつけるには、ダイレクト選択ツールでテキストエリアのパスを選択して、
ペイント設定をします。
※選択ツールで選択すると、文字の設定になります。

E.パスに沿った文字の入力
パス上文字ツールやパス上文字ツール（縦）を使って、オブジェクトのパスに沿って
文字を入力できます。
※グラフィックオブジェクトはクローズパスでもオープンパスでも構いません。

1.パス上文字ツールで
　パス上をクリック

2.カーソルが点滅 3.文字列を入力

※パスに沿って文字を入力するとペイント設定は「塗り」「線」とも「なし」になります。
　テキストパスに色をつけるには「D」を参考に。


